
燃油高騰！ 動けぬ漁船！燃油高騰！ 動けぬ漁船！

流出油事故対策本部の動き、急ピッチ!

燃油暴騰！
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燃油高騰！動けぬ漁船！

7・15 全国一斉休漁
強力な燃油対策の早急実施を要望！

漁業存続の危機！
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ॷのγϯϙδ΢Ϝ�～社領 弘氏（JF一宮町）が発表～

+'ҏอɾ+'ીࠜொ�合ซԾܖ໿ௐҹࣜ�開催
ಉ組合೥�ΩοΫΦϑΠϕϯτڠࡍࠃ����

ฏ੒��೥౓�୶࿏のり඼ධ会

February. 2014
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《今月の海上安全標語》 ʙ·ͩ·ͩפいͰすͶ�ʙ
　Նにணるͱ「ॵいΘʙ」ͱݴΘΕて͠·͏̡ （̟ϥΠϑジϟέοτ）ɻͰ΋ࠓͳらஆか͘ていいͰすΑ�

では、今月も安全操業で！פい海　̡ ண̟ると　マシͩͬて！פい海　̡ ண̟ると　マシͩͬて！
ラΠδϟέラΠδϟέ
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表紙の言葉

（写真提供：ＪＦ兵庫漁連 前田謙一氏）
　冬の晴れ間に撮影された香住港。
　京都府から兵庫県、鳥取県に至る山陰海岸一帯は「地
形・地質の博物館」と呼ばれ、約2,500万年前の日本海
形成に関わる地層のほか、日本海の海面変動や地殻変動
によって形成されたリアス式海岸や砂丘など、貴重で多彩
な地形・地質遺産を見ることができます。
　2010年に世界ジオパークに認定された同海岸は、自然
の造形美が連なる観光地として、また豊かな魚介類を育む
海岸として、地域の人々の暮らしを支える宝となっています。

「香住港を望む」（香美町香住区）

No.688   February. 2014

　

日
本
に
は
四
季
が
あ
り
、
暦
の
季
節
が
始
ま
る
日
を
、
立
春
、
立
夏
、

立
秋
、
立
冬
と
い
い
、
前
日
を
「
節
分
」。
４
つ
の
季
節
の
分
か
れ
目

の
こ
と
。
昔
は
立
春
か
ら
新
年
が
始
ま
っ
た
の
で
４
つ
の
季
節
の
中
で

も
立
春
前
の
節
分
は
大
切
な
節
目
の
日
。
大
晦
日
に
あ
た
る
の
で
新
年

に
福
を
呼
ぶ
為
に
、
悪
い
事
を
起
こ
す
邪
気
を
祓
う
行
事
を
行
な
う
よ

う
に
な
っ
て
、
節
分
と
言
え
ば
二
月
三
日
頃
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
幼
い
頃
、
姉
妹
三
人
の
誰
が
鬼
役
に
な
る
か

で
ケ
ン
カ
し
て
親
に
叱
ら
れ
た
も
の
で
す
。
節
分
に
鬼
を
や
っ
つ
け
る

「
豆
ま
き
」
は
、
災
害
や
病
気
等
目
に
見
え
な
い
恐
ろ
し
い
災
い
事
は

鬼
の
仕
業
で
、
新
年
や
季
節
の
変
わ
り
目
に
鬼
が
来
る
為
、
節
分
に
鬼

退
治
を
し
て
、福
が
来
る
よ
う
に
家
族
揃
っ
て
夜
に
豆
ま
き
を
し
ま
す
。

　

さ
て
豆
ま
き
が
終
わ
っ
て
、
一
年
間
無
事
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
願
い
、
自
分
の
年
齢
よ
り
も
一
つ

多
く
豆
を
食
べ
ま
す
。
節
分
が
新
年
の
邪
気
祓
い
で
あ
る
事
や
、
数
え
年
は
生
ま
れ
た
年
か
ら
一
歳

と
数
え
た
こ
と
か
ら
だ
と
か
。
私
は
豆
が
多
く
て
数
え
る
の
も
大
変
。
食
べ
る
の
も
大
変
な
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
ト
ホ
ホ
…
）

　

次
に
恵
方
巻
き
（
丸
か
ぶ
り
寿
司
）
を
頂
き
ま
し
ょ
う
。
恵
方
（
今
年
は
東
北
東
）
を
向
い
て
太

巻
き
を
食
べ
る
と
い
う
風
習
。
巻
き
寿
司
は
逃
げ
た
鬼
が
忘
れ
て
い
っ
た
金
棒
。
鬼
の
金
棒
を
食
べ

る
こ
と
で
、厄
を
祓
っ
て
、七
福
神
に
あ
や
か
っ
た
七
種
類
の
具
を
入
れ
た
太
巻
き
な
ら
尚
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
。

兵
庫
の
り
で
福
を
巻
く
と
倍
美
味
し
い
で
す
。
縁
を
切
ら
な
い
よ
う
包
丁
で
切
ら
ず
に
丸
ご
と
一
本

を
願
い
事
を
し
な
が
ら
、
黙
っ
て
食
べ
ま
す
。
最
後
ま
で
食
べ
終
わ
る
ま
で
絶
対
に
口
を
利
い
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

　

数
あ
る
年
中
行
事
の
中
で
も
、
節
分
は
皆
の
幸
せ
を
願
う
楽
し
い
行
事
。
一
種
縁
起
か
つ
ぎ
の
行

事
で
す
が
、
私
は
楽
し
い
の
で
大
好
き
で
す
。

　

今
年
一
年
、
Ｊ
Ｆ
組
合
員
の
皆
様
、
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
の
皆
様
に
豊
か
な
恵
み
を
も
た
ら
せ
て
く
れ

る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し
て
「
鬼
は
外
、
福
は
内
！
！
」

　
　

余
話
…
鬼
の
パ
ン
ツ
は
い
い
パ
ン
ツ
～
♪
強
い
4

4

ぞ
～
♪

　
　
　
　
　

さ
て
鬼
の
パ
ン
ツ
は
？

　
　
　
　
　

①　

無
地

　
　
　
　
　

②　

ヒ
ョ
ウ
柄

　
　
　
　
　

③　

ト
ラ
4

4

の
皮

　
　
　
　
　

④　

シ
マ
シ
マ�

③
・
答

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

鬼
は
外
、
福
は
内
！

�

兵
庫
県
内
海
漁
船
保
険
組
合�

参
事
　
畠 

田 

さ
か
え

	 ２	 ようそろ
	 ３	 瀬戸内海再生議員連盟プロジェクトチーム（PT）初会合
	 ４	 第38回	淡路のり品評会 開催
	 ５	 一般社団法人	播磨漁友会臨時総会	開催
	 	 シートクラブでカキ生産者が講師を務める
	 ６	 大阪府漁青連・兵庫県漁青連交流会	開催
	 	 「ＬＯＶＥ	ＳＥＡ	丼	その２」好評です	
	 ７	 第51回	淡路農林水産祭	開催
	 ８	 ため池のかいぼりで、豊かな海を地域でつくる
	 ９	 南あわじで水産まつり
	 	 初めて見ました！～足先17本のマダコ～
	 10	 平成26年度	兵庫県漁村子弟育英生募集
	 11	 大型船シミュレーター研修会を実施
	 	 海難事故をなくそう
	 12	 兵庫JCC通信
	 13	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより
	 14	 税務署からのお知らせ



各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
昨
年
11
月
28
日
（
木
）
自
民
党
本
部
で
瀬
戸
内
海
再
生
議
員
連
盟
の

第
5
回
勉
強
会
が
開
か
れ
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
知
事
・
市
長
会
議
議

長
で
あ
る
兵
庫
県 
井
戸
敏
三
知
事
及
び
、
香
川
県 

浜
田
恵
造
知
事
の

意
見
表
明
や
、
環
境
省
と
水
産
省
か
ら
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
踏
ま
え
、
今

後
、
法
制
化
に
向
け
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
Ｐ
Ｔ
）
を
立
ち
上

げ
、
具
体
の
議
論
を
進
め
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
は
既
報
の
通
り

で
す
。

　
こ
の
Ｐ
Ｔ
の
初
会
合
が
昨
年
12
月
19
日
（
木
）
自
民
党
本
部
で
開
か

れ
、
第
5
回
勉
強
会
で
井
戸
知
事
が
提
案
さ
れ
た
「
瀬
戸
内
海
の
再
生

の
た
め
の
法
整
備
」
の
考
え
方
や
環
境
省
の
姿
勢
な
ど
が
議
論
さ
れ
ま

し
た
。
情
報
で
は
Ｐ
Ｔ
は
6
～
7
名
で
構
成
さ
れ
る
よ
う
で
す
が
、
こ

の
日
出
席
さ
れ
た
の
は
塩
崎
恭
久
議
連
会
長
（
衆
院
・
愛
媛
）、
末
松

信
介
議
連
事
務
局
長
（
参
院
・
兵
庫
）
の
ほ
か
、
衆
議
院
か
ら
西
村
康

稔
議
員
（
兵
庫
）、
瀬
戸
隆
一
議
員
（
香
川
）、
参
議
院
か
ら
石
井
正
弘

議
員
（
岡
山
）
の
5
議
員
で
す
。
ま
た
、
環
境
省
、
参
議
院
法
制
局
、

瀬
戸
内
海
知
事
市
長
会
議
事
務
局
な
ど
か
ら
関
係
職
員
が
同
席
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
の
議
連
勉
強
会
で
は
「
法
律
の
見
直
し
は
必
要
」
と
の
認

識
は
共
有
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
環
境
省
が
法
改
正
に
前
向
き
で
な
い

こ
と
や
、
新
法
制
定
を
求
め
る
の
か
、
現
行
法
の
一
部
改
正
で
進
む
の

か
そ
の
方
向
性
は
見
え
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
漁
船
漁
業
や
養
殖
業
の

形
態
の
違
い
等
か
ら
各
県
の
温
度
差
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

塩
崎
議
連
会
長
や
末
松
事
務
局
長
は
、
瀬
戸
内
海
の
環
境
再
生
を
先
送

り
で
き
る
状
況
に
は
な
く
、
先
の
勉
強
会
で
は
環
境
省
の
対
応
を
「
速

度
が
違
う
」
と
さ
れ
、
Ｐ
Ｔ
を
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
初
会
合

で
は
、
知
事
市
長
会
議
の
具
体
の
提
案
に
関
し
て
、
有
明
法
を
例
に
国

交
省
、
農
水
省
な
ど
と
共
管
と
す
る
必
要
性
な
ど
、
現
行
法
の
見
直

し
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
環
境
省
の
見

解
が
問
い
質
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

同
省
は
「
窒
素
・
リ
ン
と
漁
獲
量
の
相
関

に
科
学
的
根
拠
が
確
認
で
き
て
い
な
い
」、

あ
る
い
は
「
濃
度
規
制
を
海
域
毎
に
目
標
設
定
す
る
だ
け
の
知
見
は
な

い
」
と
し
な
が
ら
も
、
ノ
リ
に
必
要
な
栄
養
塩
の
対
策
は
総
量
規
制
の

仕
組
み
の
な
か
で
や
れ
る
こ
と
を
考
え
て
い
く
と
し
、
ま
た
、
藻
場
・

干
潟
は
生
物
の
生
息
の
場
と
し
て
重
要
と
の
認
識
を
示
し
た
も
の
の
、

基
本
計
画
の
策
定
は
閣
議
で
関
係
省
庁
も
納
得
し
て
も
ら
っ
て
い
る

等
々
の
説
明
で
「
環
境
諸
要
因
と
生
物
多
様
性
あ
る
い
は
漁
業
生
産
と

の
相
関
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
が
必
要
」
と
見
解
を
示
し
、
現
行
法
で

の
対
応
を
前
提
に
新
法
制
定
や
改
正
要
否
の
言
及
を
避
け
ま
し
た
。

　
議
員
か
ら
は
「
栄
養
塩
濃
度
と
漁
獲
量
と
の
関
係
が
な
い
と
い
う
論

拠
も
な
い
。
窒
素
・
リ
ン
の
規
制
を
始
め
て
か
ら
漁
獲
量
が
減
り
だ
し

た
の
は
現
実
。
ま
た
、
現
行
法
で
諸
対
策
を
や
れ
る
と
い
う
が
緩
傾
斜

護
岸
の
整
備
や
藻
場
・
干
潟
の
造
成
な
ど
施
策
が
か
ら
む
と
共
管
法
が

必
要
だ
。
現
行
法
の
目
的
は
富
栄
養
化
の
防
止
と
あ
り
漁
業
と
い
う
表

現
は
な
い
が
、基
本
計
画
に
は
“
貴
重
な
漁
業
資
源
の
宝
庫
”
と
あ
る
。

瀬
戸
内
法
は
環
境
省
所
管
だ
が
“
漁
業
資
源
”
と
あ
る
の
に
水
産
庁
と

共
管
に
な
っ
て
い
な
い
」
と
矛
盾
も
指
摘
さ
れ
た
。
さ
ら
に
「
環
境
活

動
家
だ
け
で
な
く
広
く
反
対
意
見
も
把
握
し
、
一
貫
し
た
哲
学
を
も
っ

て
環
境
と
い
う
言
葉
が
何
を
意
味
す
る
の
か
を
考
え
る
べ
き
。
双
方
が

Ｗ
Ｉ
Ｎ

－

Ｗ
Ｉ
Ｎ
と
な
る
論
理
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

森
は
海
の
恋
人
論
も
ヒ
ン
ト
に
な
る
。
豊
か
な
山
は
元
気
な
川
を
つ
く

り
海
へ
と
つ
な
が
る
、
今
は
そ
の
流
れ
が
切
れ
て
い
る
。
総
合
的
に
考

え
れ
ば
、
瀬
戸
内
海
の
法
律
は
環
境
省
、
国
交
省
、
水
産
庁
が
共
管
し

て
い
か
な
い
と
意
味
が
な
い
」
等
厳
し
い
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
環

境
省
の
抵
抗
で
法
案
提
出
に
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
は
、
次
回

に
向
け
て
環
境
省
が
納
得
し
や
す
い
デ
ー
タ
や
、
水
産
庁
の
出
席
な
ど

準
備
を
約
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

瀬
戸
内
海
再
生
議
員
連
盟

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム（
Ｐ
Ｔ
）初
会
合

3
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

（
一
社
）淡
路
水
交
会

第
38
回 

淡
路
の
り
品
評
会 

開
催

　

～
優
秀
品
24
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
～

　
（
一
社
）淡
路
水
交
会（
前
田 

吉
計
会
長
）主
催
の「
第
38
回
淡
路
の
り
品
評
会
」が
、２
月
３
日（
月
）

洲
本
市
の
淡
路
水
産
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
関
係
者
ら
の
審
査
に
よ
り
、
優
秀
品
24
点
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
品
評
会
は
、
生
産
者
の
意
識
の
向
上
と
生
産
技
術
の
研
鑽
を
図
る
目
的
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
回
も
12
月
上
旬
か
ら
１
月
上
旬
ま
で
に
、
島
内
で
生
産
さ
れ
た
乾
の
り
94
点
か
ら
第
一

次
審
査
で
選
ば
れ
た
50
点
を
対
象
に
審
査
が
行
わ
れ
、
系
統
団
体
や
県
か
ら
選
ば
れ
た
審
査
員
は
、
並

べ
ら
れ
た
ノ
リ
を
前
に
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
品
質
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
優
秀
品
24
点
が
選
ば
れ
、

最
上
位
の
兵
庫
県
知
事
賞
は
丸
金
水
産
（
Ｊ

Ｆ
森
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。（
別
表
参
照
）

　
な
お
、
今
回
も
出
品
さ
れ
た
ノ
リ
は
す
べ

て
味
付
け
加
工
し
て
、
福
祉
施
設
等
に
無
料

配
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

良質の淡路のりが並びました

			第38回		淡路のり品評会審査結果表 （敬称略）

賞	の	区	分 漁協名 経営体名 代表者名 賞	の	区	分	 漁協名 経営体名 代表者名

兵 庫 県 知 事 賞 森 丸金水産 森　　義政

兵 庫 県 漁 業 共 済 組 合 長 賞

浅野浦 河野水産 河野　譲市

兵 庫 県 議 会 議 長 賞 塩田 中野水産 中野　隆次 仮屋 新平水産 相田　和民

兵 庫 県 淡 路 県 民 局 長 賞 森 安啓水産 畠田　安啓 森 丸竹水産 畠田　国男

兵庫県漁業協同組合連合会長賞 富島 福吉水産 西條　和明

共 水 連 兵 庫 県 事 務 所 長 賞

森 源吉水産 岡田　桂昌

兵庫県立農林水産技術総合センター所長賞 育波浦 竹昌水産 竹内　和久 森 栄住水産 森　　活住

兵庫県淡路県民局洲本農林水産振興事務所長賞 森 利平水産 森　　正安 森 大草水産 大草　義美

島 内 市 長 賞

洲本市長賞 五色町 大橋水産 大橋　盛夫

兵庫県内海漁船保険組合長賞

富島 源平水産 福原　三郎

淡路市長賞 浅野浦 森水産 森　　行啓 富島 恵水産 宗和　　恵

南あわじ市長賞 湊 三共水産 山形和三郎 南淡 西本水産 西本　琢美

兵庫県信用漁業協同組合連合会長賞

仮屋 由仲水産 岡田　忠明

社団法人 淡路水交会長賞

五色町 五色水産 松下　幸夫

森 音蔵水産 森　　祐三 森 巌水産 森　　　巌

森 真留水産 森　　正之 一宮町江井 大清水産 大塚　晴生
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カキ剥き体験をしました

　
変
貌
著
し
い
社
会
環
境
の
な
か
漁
協
合
併
が
進
み
、
か
つ
て
33
漁
協

あ
っ
た
会
員
は
16
漁
協
と
な
っ
た
今
、
よ
り
結
束
し
て
漁
業
の
役
割
を

果
た
し
て
ゆ
こ
う
と
（
一
社
）
播
磨
漁
友
会
（
井
上 

仁
会
長
：
Ｊ
Ｆ

岩
見
）の
臨
時
総
会
が
、

１
月
16
日
（
木
）
姫
路

市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
員

漁
協
の
組
合
長
ほ
か
、

来
賓
の
県
水
産
課 

近

藤 
敬
三
課
長
を
は
じ

め
と
す
る
各
機
関
の
代

表
と
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

山
田 

隆
義
会
長
ほ
か

県
系
統
団
体
の
常
勤
理

事
ら
30
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
議
事
は
井
上
会
長
を

議
長
に
進
め
ら
れ
、
平

成
25
年
度
補
正
予
算
や

同
26
年
度
事
業
計
画
な

ど
提
案
さ
れ
た
４
議
案

は
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
理

事
の
補
欠
選
任
も
行
わ

れ
、
中
播
磨
地
区
か
ら

Ｊ
Ｆ
坊
勢 

岡
田 

武
夫

組
合
長
が
新
た
に
理
事

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
（
山
田 

隆
義
会
長
）

が
運
営
し
て
い
る
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ
︱
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

（
シ
ー
ト
ク
ラ
ブ
）
で
は
、
漁
業
者
に

よ
る
教
室
も
積
極
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
１
月
14
日
（
火
）
に
は
、

Ｊ
Ｆ
赤
穂
市
の
カ
キ
生
産
者 

大

河 

秀
行
さ
ん
ご
夫
妻
の
指
導
で

カ
キ
剥
き
体
験
も
行
う
「
旬
の
魚

を
楽
し
む
会
・
牡
蠣
」（
参
加
者

16
名
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
カ
キ
養
殖
に
つ
い

て
大
河
さ
ん
か
ら
生
産
工
程
な
ど

の
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
た
話
が
あ
り
、

続
い
て
大
河
さ
ん
の
奥
様
が
“
カ
キ
メ

ス
”（
カ
キ
ナ
イ
フ
）
を
使
っ
て
手
早
く

カ
キ
を
剥
き
終
え
る
と
、
そ
の
手
際
の
あ

ざ
や
か
さ
に
参
加
者
か
ら
は
驚
き
や
感
嘆

の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
続
い
て
参
加
者

が
挑
戦
し
、
指
導
を
受
け
な
が
ら
全
員
き

れ
い
に
剥
き
終
え
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、

蒸
し
ガ
キ
、
お
ろ
し
ポ
ン
酢
和
え
、
オ
イ

ス
タ
ー
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
調
理
法
を

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

隅
谷 

翠
主
任
か
ら
教
わ

り
、
調
理
し
た
も
の
は
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ
︱
Ｃ
Ｌ

Ｕ
Ｂ
が
用
意
し
た
カ
キ
飯
と
と
も
に
美
味

し
く
頂
き
ま
し
た
。
カ
キ
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
自
分
で
殻
を
剥
い

て
作
っ
た
カ
キ
料
理
に
皆
さ
ん
は
満
足
さ

れ
た
よ
う
で
す
。
教
室
を
終
え
て
大
河
さ

ん
は
「
カ
キ
は
こ
れ
か
ら
身
が
大
き
く
な

り
、
美
味
し
く
な
る
季
節
。
是
非
、
美
味

し
い
カ
キ
を
召
し
上
が
っ
て
頂
く
と
と
も

に
、
赤
穂
坂
越
産
の
カ
キ
を
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
で
は
、
シ
ー
ト
ク
ラ
ブ

で
の
料
理
教
室
を
通
じ
て
県
内
産
水
産
物

の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

こ
の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
Ｊ
Ｆ
・

青
壮
年
部
・
女
性
部
の
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
、
Ｊ

Ｆ
兵
庫
漁
連
シ
ー
ト
ク
ラ
ブ
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：

０
７
８
︱
９
１
７
︱
４
１
３
７
）
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

経
済
の
上
向
き
に
漁
業
活
性
を
期
待

　

一
般
社
団
法
人  

播
磨
漁
友
会

　
　
　
　
　

  

臨
時
総
会 

開
催

（一財）兵庫県水産振興基金

シートクラブで
　カキ生産者が講師を務める
　～カキ剥き体験と調理を行う～

講師を務めた大河さんご夫妻
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
摂
津
播
磨
地

区
漁
協
青
壮
年

部
連
合
会
（
大

角
生
馬
会
長
・

Ｊ
Ｆ
坊
勢
）は
、

関
西
学
院
大
学

の
食
堂
で
カ
キ

を
使
っ
た
丼

「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｓ

Ｅ
Ａ 

丼 

そ
の

２
」
を
期
間
限

定
で
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
完
売
し
好
評

を
得
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
拓
水
11
月
号
（
№
６
８
５
）
で
紹

介
し
た
と
お
り
、
昨
年
10
月
に
関
西
学
院
大
学

で
開
催
さ
れ
た
「
関
学
生
協
祭
」
で
、
同
漁
青

連
と
同
大
学
生
協
が
共
同
開
発
し
た
、
兵
庫
産

ア
シ
ア
カ
エ
ビ
、兵
庫
の
り
等
を
使
用
し
た「
Ｌ

Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｓ
Ｅ
Ａ 

丼
」
が
瞬
く
間
に
完
売
し
た

こ
と
か
ら
、再
び
同
大
学
生
協
の
協
力
を
得
て
、

１
月
15
日
（
水
）
～
17
日
（
金
）
の
３
日
間
限

定
で
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｓ
Ｅ
Ａ
丼 

そ
の
２
」
を
同

大
学
食
堂
に
て
販
売
し
ま
し
た
。
旬
を
迎
え
て

い
る
播
州
室
津
産
カ
キ
の
天
ぷ
ら
に
、
卵
と
じ

あ
ん
を
掛
け
、
兵
庫
の
り
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た

こ
の
丼（
４
０
０
円
）は
大
好
評
で
、昼
の
ピ
ー

ク
時
に
は
連
日
完
売
し
ま
し
た
。

　
同
大
文
学
部 

田
和 

正
孝
教
授
の
お
力
添
え

で
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｓ
Ｅ
Ａ 

丼
」
も
２
回
実
施
出

来
ま
し
た
。
今
後
は
、
同
大
学
で
の
３
回
目
の

計
画
を
進
め
る
と
と
も
に
、
他
大
学
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
や
、
17
日
に
訪
問
し
た
漁
青
連
メ
ン

バ
ー
が
、
学
生
の
「
兵
庫
県
に
漁
師
が
い
る
と

は
知
ら
な
か
っ
た
」
と
の
意
見
に
も
応
え
る
べ

く
、
兵
庫
の
魚
や
漁
業
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
取
り
組
み
な
ど
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
兵
庫
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
（
大
角
生
馬
会

長
：
Ｊ
Ｆ
坊
勢
）
と
大
阪
府
漁
協
青
壮
年
漁
業
者

連
絡
協
議
会
（
北
村
光
弘
会
長
：
Ｊ
Ｆ
大
阪
市
）

は
水
産
業
の
永
続
的
な
発
展
の
一
助
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、「
平
成
25
年
度
大
阪
府
漁
青
連・

兵
庫
県
漁
青
連
交
流
会
」
を
１
月
10
日
（
金
）、

神
戸
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
取

り
組
み
は
過
去
に
も
数
回
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回

は
漁
青
連
関
係
者
と
行
政
担
当
者
ら
約
30
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
両
会
長
が
挨
拶
を
行
い
、
大
角
会
長

は
「
同
じ
海
で
仕
事
を
す
る
仲
間
で
あ
り
、
こ
れ

か
ら
も
こ
の
会
を
仲
良
く
続
け
て
い
き
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
独
立
行
政
法
人
水

産
大
学
校 
鷲
尾 

圭
司
理
事
長
よ
り
「
こ
れ
か
ら

の
水
産
の
課
題
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
鷲
尾
理
事
長

は
、
水
産
物
流
通
の
現
状
や
消
費
者
の
嗜
好
傾
向
の
ほ
か
、
環
境

や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
も
触
れ
「
農
業
で
使
用
さ
れ
る
肥
料
に
含
ま
れ

る
窒
素
の
半
分
近
く
は
地
下
水
を
経
て
海
へ
流
れ
込
ん
で
い
る
。

農
業
の
衰
退
が
海
の
衰
弱
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
Ｔ

Ｐ
Ｐ
問
題
は
農
業
だ
け
で
な
く
漁
業
に
も
大
き
な
影
響
が
出
る
」

と
さ
れ
、「
沿
岸
漁
業
の
存

続
は
地
域
住
民
の
後
押
し
も

必
要
」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま

し
た
。
意
見
交
換
会
で
は
、

農
林
業
と
漁
業
と
の
有
機
的

な
繋
が
り
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
た
ほ
か
、「
藻
場
の
海

藻
の
種
類
が
変
わ
り
、
海
藻

の
量
も
減
っ
た
」、「
地
魚
を

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
べ

き
」と
い
っ
た
意
見
の
ほ
か
、

ア
イ
ゴ
や
ナ
ル
ト
ビ
エ
イ
、

ク
ラ
ゲ
な
ど
の
未
利
用
魚
に

つ
い
て
も
意
見
や
情
報
を
交

わ
し
ま
し
た
。

メニューに並ぶ「LOVE�SEA丼」

意見交換には鷲尾理事長も参加

「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｓ
Ｅ
Ａ 

丼 

そ
の
２
」
好
評
で
す
!! 

　

～
大
学
の
食
堂
で
販
売
し
、
３
日
間
と
も
完
売
～

摂
津
播
磨
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会

兵庫県漁協青壮年部連合会

大阪府漁青連・兵庫県漁青連交流会 開催
　～関係者約30名が集まり神戸で開催～



　

１
月
15
日
（
水
）、

淡
路
島
の
農
林
水
産
業

の
振
興
を
目
的
と
し
た

淡
路
農
林
水
産
祭
が
開

催
さ
れ
、
51
回
目
と
な

る
今
年
も
、
淡
路
市
の

伊
弉
諾
神
宮
に
は
多
く

の
農
水
産
物

直
売
店
や
露

店
が
立
ち
並

び
、
平
日
に

も
か
か
わ
ら

ず
沢
山
の
人

で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　
式
典
で
は
、
ま
ず
今
年
一
年
の
豊

作
と
豊
漁
を
祈
願
す
る
「
農
林
水
産

物
豊
穣
豊
漁
祈
願
祭
」
が
系
統
団
体

や
行
政
機
関
の
代
表
者
等
が
参
列
す

る
な
か
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
農
林
水

産
功
労
者
と
し
て
漁
業
者
か
ら
、
竹

岡 

千
尋
氏
（
Ｊ
Ｆ
洲
本
炬
口
組
合

長
）、
中
川 

晴
仁
氏
（
Ｊ
Ｆ
津
名
理
事
）、
藪 

康
生
氏
（
Ｊ
Ｆ
福
良
理
事
）
の
３
氏
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
農
林
水
産
物
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
け

る
水
産
加
工
品
（
の
り
）
の
部
で
は
、
新
平
水

産
（
Ｊ
Ｆ
仮
屋
）
が
金
賞
（
知
事
賞
）、
⃝大
水

産
が
金
賞
（
県
議
会
議
長
賞
）

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
島
内
各
地
で
生
産
さ
れ
た

農
林
水
産
物
の
販
売・展
示
が
行
わ
れ
、（
一
社
）

淡
路
水
交
会
が
水
産
物
・
加
工
品
を
販
売
し
た

ほ
か
、「
か
い
ぼ
り
」
の
活
動
や
、
島
内
で
の

漁
業
の
状
況
な
ど
が
パ
ネ
ル
展
示
さ
れ
、
訪
れ

た
人
々
は
足
を
止
め
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

他
に
も
、
平
安
時
代
か
ら
続
く
粥
占
祭
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
毎
年
恒
例
の
淡
路
農
漁
業
女
性
会

に
よ
る
淡
路
の
伝
統
料
理
「
ち
ょ
ぼ
汁
」
も
振

る
ま
わ
れ
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

7

第
51
回  

淡
路
農
林
水
産
祭 

開
催
！

　

～
伊
弉
諾
神
宮
に
て
開
催
～（

一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

水交会のブースにも多くの人が集まりました

農林水産功労者表彰で賞状を受け取る藪氏（右）（後列右から中川氏、竹岡氏）

新平水産（右）の知事賞受賞の様子 パネルを使った展示
さかなくんのイラストが目を引きます
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

放水で泥を流します

作業に参加してくれた龍谷大学の学生たち

　
１
月
19
日
（
日
）、
洲
本
市
五
色
町
鳥
飼
に
あ
る

井
手
池
で
“
か
い
ぼ
り
”
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
か
い

ぼ
り
と
は
、
た
め
池
に
堆
積
し
た
泥
や
腐
葉
土
を
流

し
出
す
作
業
の
こ
と
で
、
た
め
池
の
機
能
を
維
持
す

る
だ
け
で
な
く
、
泥
に
含
ま
れ
る
落
ち
葉
な
ど
が
由

来
の
栄
養
が
海
へ
運
ば
れ
、
海
が
豊
か
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
Ｊ
Ｆ
五
色
町
の
漁
業
者
、
井
手
池
を
利
用

し
て
い
る
農
業
者
、
関
係
機
関
職
員
に
加
え
、
洲
本

市
の
域
学
連
携
事
業
に
参
加
し
て
い
る
龍
谷
大
学
の

大
学
生
10
名
が
参
加
し
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
最
も

体
力
の
必
要
な
泥
を
流
す
作
業
を
任
さ
れ
た
大
学
生

達
は
、
腰
の
辺
り
ま
で
あ
る
泥
の
中
で
、
必
死
に
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
足
が
抜
け
な
く
な
っ
た
り
、
泥

の
中
か
ら
ウ
ナ
ギ
が
出
て
き
た
り
と
、
ハ
プ
ニ
ン
グ

も
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
作
業
を
終
え
、
寒
空
の
下

で
の
作
業
に
よ
る
疲
労
は
あ
る
も
の
の
、
地
域
へ
の

貢
献
や
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
こ
と
へ
の
満
足
感
に

満
た
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
Ｊ
Ｆ
五
色
町
の
福

島
副
組
合
長
は
「
今
日
の
か
い
ぼ
り
に
よ
り
、
少
し

で
も
海
が
豊
か
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
か
い
ぼ
り
は
古
く
か
ら
淡
路
島
で
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
近
年
は
た
め
池
管
理
者
の
高
齢
化
や
人
手

不
足
に
よ
り
作
業
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
地
域
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
陸
域
か
ら
海
へ
の
栄
養

塩
の
流
入
量
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
淡
路
県
民
局

で
は
、
た
め
池
・
里
海
交
流
保
全
活
動
を
推
進
す
る

こ
と
で
、
現
状
の
改
善
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
活
動
の
輪
が
広
が
り
、
豊
か
な
海
を
目
指
し

て
、
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

洲本農林水産振興事務所

ため池のかいぼりで、豊かな海を地域でつくる
　～洲本市五色町でのため池・里海交流保全活動～
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（一財）兵庫県水産振興基金

　
１
月
23
日
（
金
）
の
午
後
、
事
務
所
に
タ
コ
が
来
た
…
。

　
初
め
て
見
ま
し
た
、
こ
ん
な
タ
コ
！　
な
ん
と
足
先
が
17
本
も
あ
る
…
。

　
持
ち
込
ま
れ
た
の
は
、
明
石
市
松
江
で
「
下
村
商
店
」
を
営
む
下
村 

英
毅
さ
ん
。「
昼

ご
飯
の
お
か
ず
に
す
る
た
め
買
っ
た
タ
コ
を
見
て
ビ
ッ
ク
リ
。
珍
し
い
の
で
持
っ
て
き
ま

し
た
」
と
の
こ
と
で
す
。

　
県
立
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
「
90
本
以
上
の
足
を
も
つ
タ
コ
な

ど
の
事
例
も
あ
り
、
足
が
再
生
す
る
段
階
で
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
理
論
上
起
こ
り
得
ま
す

が
、
や
は
り
珍
し
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
回
答
で
し
た
。

　
タ
コ
の
生
命
力
の
強
さ
と
と
も
に
、
生
き
物
の
不
思
議
な
一
面
を
見
ま
し
た
。

　
貴
重
な
タ
コ
を
ご
提
供
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

初めて見ました！
　～足先17本のマダコ～

　
南
あ
わ
じ
市
周
辺
の
海
で
獲
れ
た
新
鮮
な

水
産
物
を
味
わ
う
「
南
あ
わ
じ
市
水
産
ま
つ

り
」
が
１
月
26
日
（
日
）
同
市
の
福
良
漁
港

で
あ
り
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
親

子
連
れ
ら
約
３
、５
０
０
人
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
つ
り
は
、
市
内
の
５
Ｊ

Ｆ
で
つ
く
る
南
あ
わ
じ
市
水
交
会

と
同
市
水
産
振
興
課
が
協
力
し

て
、
地
域
住
民
に
地
元
の
魚
の
美

味
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
平

成
17
年
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
毎

年
５
Ｊ
Ｆ
持
ち
回
り
で
続
け
ら
れ

て
い
る
も
の
で
す
。焼
き
ア
ナ
ゴ
、

新
ワ
カ
メ
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、
ア

ジ
・
タ
チ
ウ
オ
の
天
ぷ
ら
、
ア
オ

リ
イ
カ
の
天
ぷ
ら
、フ
グ
の
刺
身・

雑
炊
な
ど
、
各
漁
協
が
自
慢
の
産

物
を
提
供
す
る
振
る
舞
い
コ
ー

ナ
ー
に
は
長
い
行
列
が
続
き
、
大

盛
況
の
な
か
準
備
さ
れ
た
振
る
舞

い
１
、０
０
０
食
は
瞬
く
間
に
な
く
な
り
ま

し
た
。
こ
の
他
、
会
場
で
は
、
９
時
か
ら
Ｊ

Ｆ
福
良
が
毎
月
１
回
実
施
し
て
い
る
う
ず
し

お
朝
市
の
鮮
魚
介
類
販
売
が
始
ま
り
、
続
い

て
豊
漁
・
海
上
安
全
祈
願
神
事
、
稚
魚
放

流
、
盛
大
な
紅
白
餅
ま
き
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。
雨
後
で
気
温
が
下
が
っ
て
き
て
い
ま
し

た
が
、
会
場
周
辺
は
、
終
始
、
賑
や
か
な
活

気
と
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

も
っ
と
地
元
の
魚
に
親
し
ん
で
!!

　

南
あ
わ
じ
で
水
産
ま
つ
り

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

①
②

③④

⑤

⑥ ⑦
⑧

⑨ ⑩ ⑪
⑫

⑬
⑭

⑮

⑯

⑰

とりあえず、ツマ楊子を使って足の展開を試みましたが、すべて展開しきれていません
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

平成26年度 兵庫県漁村子弟育英生募集!!�

（一財）兵庫県水産振興基金

　（一財）兵庫県水産振興基金では平成26年度育英生を次のとおり募集します。
　なお、申し込みは平成26年３月31日（月）の締切です。

１　応募資格
　①�　県下の漁業協同組合又は別記団体に所属する「組合員」もしくは「職員」又は「その子弟」及び「遺族」
であり、高校又は大学等に在学（入学予定）し、所属団体長が育英生として適当と認めた者。

　②　ただし、日本学生支援機構等から奨学金を受けている者は、当基金の育英生になることが出来ません。

２　貸与金の額
学　　　　別 貸与月額

大　学　生 25,000円

高校生
寄宿生 25,000円

通学生 20,000円

３　申込方法
　　所属組合を通じて「漁村子弟育英生申込票」、「貸与申込書及び添付書類」を提出して下さい。

提出期日
漁村子弟育英生申込書 平成26年３月31日（月）

貸与申込書及び添付書類 平成26年４月30日（水）

４　育英生の採用決定
　　本基金選考基準により審査のうえ採否を決定し、６月上旬頃に所属組合を通じて連絡します。

５　育英資金の貸与方法
　　所属組合を通じて、前期分・後期分をまとめてそれぞれ４月・10月に貸与します。
　　（なお、初年度前期分は７月に貸与）

６　貸与金の返還方法
　①　貸与金は無利息とし、貸与期間終了（卒業）後、１年間据え置き２年目から返還していただきます。
　②　返還期間は、貸与金額に応じて返還開始から５～10年間です。

７　その他
　①　詳細については、組合担当者を通じて、当基金までお気軽にお問い合わせ下さい。
　②�　漁船海難遺児に対しては、当基金の事業とは別に、兵庫県漁業協同組合連合会が事務局となって取り
扱っている有利な育英制度がありますのでご留意ください。

　③　なお、「しおり」を各組合・団体宛に送付していますので、併せてご覧下さい。

※　別記団体
兵庫県漁業協同組合連合会　兵庫県信用漁業協同組合連合会　兵庫県漁業共済組合
共水連兵庫県事務所　兵庫県漁業信用基金協会　兵庫県内海漁船保険組合　但馬漁船保険組合　
（公財）ひょうご豊かな海づくり協会　（一財）兵庫県水産振興基金　（一社）播磨漁友会　
（一社）淡路水交会
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
大
型
船
の
操
船
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
用

い
、
大
型
船
の
動
力
性
能
を
体
験
す
る
研
修

会
が
１
月
28
日
（
火
）
に
独
立
行
政
法
人
海

技
教
育
機
構 

海
技
大
学
校
（
芦
屋
市
）
で

行
わ
れ
、
東
播
磨
地
域
の
船
曳
網
漁
業
者
ら

約
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
イ
カ
ナ
ゴ
漁
期
前
の

こ
の
時
期
に
安
全
操
業
・
安
全
航
行
の
意
識

を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
海
技
大

学
校
の
協
力
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
同
校
航
海
科 

岩
瀬 

潔
教
授
か
ら

「
小
型
漁
船
の
海
難
防
止
に
向
け
て
」
と
題

し
て
最
近
の
海
難
事
故
の
傾
向
と
事
故
事
例

の
紹
介
が
あ
り
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
室
で
は

大
型
船
の
動
力
性
能
を
体
験
し
ま
し
た
。
岩

瀬
教
授
は
「
大
型
船
は
す
ぐ
に
は
進
路
を
変

え
ら
れ
な
い
し
止
ま
る
こ
と
も
で
き
な
い
た

め
、
狭
い
海
域
は
特
に
注
意
が
必
要
。
一
定

の
方
向
や
速
度
で
航
行
し
て
い
る
漁
船
な
ら

動
き
を
予
測
で
き
る
が
、
急
に
動
き
出
し
た

り
、
進
路
を
変
え
た
り
さ
れ
る
と
危
険
を
感

じ
緊
張
す
る
。」
と
話
さ
れ
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
体
験
を
し
た
参
加
者
も
実
感
で
き
た
よ

う
で
す
。

　
ま
た
、
今
回
、「
応
急
手
当
と
救
命
措
置

に
つ
い
て
」
と
し
て
同
校
航
海
科 

濱
田 

聡

樹
助
手
の
指
導
に
よ
る
訓
練
用
の
人
形
を
用

い
た
Ｃ
Ｐ
Ｒ
（
胸
骨
圧
迫
・
人
工
呼
吸
）
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
船
上
で
一
人
し
か
い

な
か
っ
た
場
合
は
？
」
や
「
落
水
者
を
救
助

し
、
ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
ど
の

様
に
処
置
す
れ
ば
よ
い
か
」
等
、
海
で
想
定

さ
れ
る
具
体
的
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。

ライフジャケットを
着用しよう！

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連資材部（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

〜安全をサポート〜
浮力合羽はお持ちですか？

金具を調整し、体に合った
サイズで着用しましょう！
ライフジャケット着用時
の生存率は非着用時の 
３倍となります。

　JF兵庫漁連が開発したもので、浮力は十分あります。
※ ライフジャケットではありませんので、
一人乗りの漁船の場合、ライフジャケッ
トを着用してください。

海難事故をなくそう！

よく浮きま
す！

神戸海上保安部 海上保安官による実演

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

大
型
船
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
研
修
会
を
実
施
！

漁船で溢れる明石海峡航路へ進入
舵を握る手にも汗

救命措置を船上で行うには、まず安全確保を！
AEDを使用する際、濡れは禁物、可能な限り拭く

固定式ライフジャケット
（�動きやすいよう工夫されて
います）
モデル：共水連兵庫県
　　　　事務所
　　　　小柴佐王里さん
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　ＪＡ兵庫中央会は、昨年12月４日（水）・５日（木）

協同学苑でＪＡくらしの活動担当者研修会を開催

しました。同研修会は、ＪＡくらしの活動の核と

なる担当者同士の情報交流および相互研鑽を通じ

て、活動の企画力や情報の発信力を培うことを目

的に開催したもので、5ＪＡ22人が参加しました。

　中央会よりＪＡ理念の実現と組織基盤の強化に

向けたＪＡくらしの活動の重要性について説明し

た後、ＪＡ兵庫西の宮野舞氏が、人・組織・地域の 

「絆」の強化という基本方針のもとに取り組んで

いる多様な地域密着活動について紹介しました。

次に相互研修として、グループに分かれ担当者が

日頃抱えている想いや課題について情報交流を行

いました。

　最後に、ＮＰＯ法人男女共同参画おおた 坂田

静香理事長を招き、「人が集まる！活動の企画立案

と広報資材のポイント」と題し、より多くの参加

者を集めるための企画やチラシの作り方について

実践研修を行いました。研修のまとめとして、坂

田理事長より、最も大切なことは担当者自身の熱

意と努力であるとの激励を受け、参加者はＪＡく

らしの活動の一層の展開に向けた意識を高める機

会となりました。

　兵庫労働共済生活協同組合（全労済兵庫県本部）
は、11月30日（土）開催の「職員全体研修会」（参
加人数58名）にて、阪神・淡路大震災記念「人
と防災未来センター」 研究部長 村田 昌彦氏より、

「来るべき南海トラフ等巨大地震への対策～防災・
減災への意識強化、発災時の行動～」と題してご
講演いただきました。
　村田氏からは、まず東日本大震災の被害状況や
発生メカニズムを紹介いただいたのち、将来予想
される「南海トラフ巨大地震とそれにともなう津
波被害」に関する様々な研究成果と、国・兵庫県・
自治体が策定・計画する諸対策・取組みについて
説明・解説いただきました。そのうえで、「防災・
減災のため何をすべきか」という観点から、一般
家庭での取り組み・対策とあわせて、事業体に求
められる「災害時の事業継続計画（ＢＣＰ）」に
ついてご講演いただきました。こののち、「万一
の発災時における行動手順」を確認・検証するた
め、事業拠点・部署ごとの分散会にて机上演習を
行いました。
　火災共済・自然災害共済をつうじて、組合員に

「住宅・家財保障」を提供する生協として、災害
時に業務を中断させず、万一中断した場合でも可
能な限り短期間で業務復旧できる事業体であるよ
う、今後も様々な取組み・対策を行ってまいりま
す。

より魅力的・効果的な活動を目指して
ＪＡくらしの活動担当者

研修会を開催

職員全体研修を開催
～災害時でも「組合員の　
　全労済」であるために～

ポスターづくりのコツについて講義
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コ
ー
プ
こ
う
べ
と
鮮
度
保
持
に
つ
い
て

　
１
月
28
日（
火
）に
行
わ
れ
た
講
座
は
、「
コ
ー
プ
こ
う
べ
の
水
産
物
販
売
に

つ
い
て
」と「
水
産
物
の
鮮
度
保
持
に
つ
い
て
」の
２
講
座
で
し
た
。

　
「
コ
ー
プ
こ
う
べ
の
水
産
物
販
売
に
つ
い
て
」は
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う

べ 

三
木 

一
廣
統
括
が
コ
ー
プ

こ
う
べ
の
歴
史
や
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁

連
と
の
連
携
や
事
業
内
容
に
つ

い
て
触
れ
ら
れ
た
の
ち
、コ
ー

プ
こ
う
べ
が
店
舗
展
開
す
る
な

か
で
得
た
水
産
物
の
ト
レ
ン
ド

（
売
れ
筋
）と
、今
後
の
取
組
み

に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。三

木
氏
は「
魚
の
旬
や
食
べ
方
な

ど
の
情
報
を
い
か
に
発
信
し
て

い
く
か
が
課
題
」と
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。

　
続
く「
水
産
物
の
鮮
度
保
持

に
つ
い
て
」は
県
立
但
馬
水
産

技
術
セ
ン
タ
ー 

岡
田 

佑
太
研

究
員
が
神
経
抜
き
や
血
抜
き
、

冷
蔵
方
法
な
ど
、漁
師
や
仲
買

人
の
感
覚
を
数
値
化
し
た
も
の

を
グ
ラ
フ
で
示
さ
れ
た
ほ
か
、

よ
り
鮮
度
を
保
つ
た
め
の
冷
凍

方
法
に
つ
い
て
も
話
を
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
講
義
後
の
質
疑

応
答
で
は
、予
定
時
間
を
過
ぎ

て
も
多
く
の
質
問
が
塾
生
か
ら

出
さ
れ
る
な
ど
関
心
の
高
さ
が

窺
え
ま
し
た
。な
お
、今
月
も

青
森
県
か
ら
視
察
の
方
が
来
ら

れ
ま
し
た
。

००
写真と文

༡ํࢠ

日本人は薬好き…

◆
薬
を
続
け
て
服
用
す
る
場
合
、
そ
の
薬
が
効
か
な
く
な
る
事
が

あ
る
。
酒
を
毎
日
飲
ん
で
い
る
と
段
々
と
酒
に
強
く
な
り
、
沢
山
飲

ま
な
い
と
酔
わ
な
く
な
る
の
に
似
て
い
る
。
体
内
に
入
っ
た
薬
は
、

一
定
の
期
間
で
尿
や
汗
と
一
緒
に
排
泄
さ
れ
る
。
遅
い
薬
や
速
い

薬
も
あ
り
、
個
人
差
で
も
か
な
り
違
う
ら
し
い
が
、
排
泄
さ
れ
ず
に

体
内
に
残
留
し
蓄
積
さ
れ
る
薬
も
あ
る
。
一
回
量
で
は
無
害
で
も
、

長
期
間
で
蓄
積
さ
れ
る
薬
も
あ
っ
て
油
断
で
き
な
い
。
筆
者
の
眼

病
で
は
既
に
十
年
以
上
も
薬
漬
け
に
な
っ
て
い
た
が
、
新
任
の
医

師
か
ら
、
そ
れ
は
気
休
め
薬
だ
か
ら
服
用
は
中
止
と
決
ま
っ
た
。
長

い
間
、
何
の
た
め
服
用
し
た
の
か
…
。

◆
中
国
の
古
書
『
孔
子
家
語
』に
あ
る
「
良
薬
は
口
に
苦
し
、
忠
言

は
耳
に
逆
ら
う
」は
、忠
告
に
は
耳
を
傾
け
る
べ
き
と
い
う
意
だ
が
、

前
半
部
分
か
ら
薬
は
苦
い
も
の
と
い
う
決
ま
り
文
句
が
生
ま
れ
た
。

最
近
は
よ
く
研
究
さ
れ
、
甘
く
て
服
み
易
い
薬
も
多
く
な
っ
て
い

る
。
効
き
目
が
同
じ
な
ら
、
苦
く
無
い
方
が
良
い
。
昔
、
苦
味
が
舌

に
触
れ
な
い
よ
う
、
オ
ブ
ラ
ー
ト
に
包
み
込
ん
で
服
ん
だ
。
今
は
カ

プ
セ
ル
に
入
れ
た
り
、
糖
衣
で
く
る
む
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
余

り
甘
い
と
菓
子
と
間
違
え
て
、
幼
児
に
ね
だ
ら
れ
難
儀
し
た
り
す

る
が
、
甘
い
咳
止
め
シ
ロ
ッ
プ
を
飲
み
過
ぎ
、
便
秘
に
悩
ま
さ
れ
た
記
憶
が
あ

る
。
成
分
の
桔
梗
末
が
完
璧
に
咳
を
止
め
て
呉
れ
る
が
、
便
の
流
れ
も
ピ
タ
リ

と
止
め
て
仕
舞
う
よ
う
だ
。

◆
ア
メ
リ
カ
の
Ｐ
・
ヘ
ン
チ
医
師
が
リ
ュ
ー
マ
チ
患
者
が
黄
疸
に
罹
か
る
と
、

リ
ュ
ー
マ
チ
症
状
が
軽
く
な
る
と
い
う
事
に
気
づ
い
た
。
六
十
年
近
く
前
の

話
で
あ
る
。
無
関
係
に
見
え
る
二
つ
の
現
象
を
手
掛
か
り
に
「
抗
リ
ュ
ー
マ
チ

物
質
Ｘ
」を
探
し
続
け
、
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
の
一
種
コ
ー
チ
ゾ
ン
に
効
果
が

あ
る
事
を
確
め
た
。
こ
の
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
剤
は
「
現
代
の
ガ
マ
の
油
」と

も
い
え
る
も
の
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
抑
え
て
効
果
絶
大
な
の
だ
が
副
作

用
も
強
く
で
る
。
よ
く
効
く
薬
ほ
ど
、
使
い
方
を
誤
る
と
害
が
大
き
く
な
る
。

敵
に
も
味
方
に
も
な
る
「
両
刃
の
剣
」で
あ
る
。
薬
は
本
来
は
毒
と
考
え
て
い

い
。
そ
の
毒
も
微
量
を
摂
る
こ
と
で
、
感
染
し
た
病
原
を
抑
え
ら
れ
る
が
、
少

な
過
ぎ
て
は
効
果
が
出
難
い
。

◆
昔
、
郷
里
の
家
に
袋
入
り
の
「
富
山
の
薬
」と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
中
身
は

風
邪
薬
、
腹
痛
飲
み
薬
、
傷
薬
の
軟
膏
な
ど
賑
や
か
な
顔
触
れ
で
、
実
際
に
富

山
か
ら
来
た
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
年
に
何
度
か
業
者
が
巡
回
し
て
来
、
薬

の
減
り
具
合
を
調
べ
て
料
金
を
徴
収
し
、
新
し
い
薬
に
入
れ
替
え
て
行
っ
た
。

子
供
に
紙
風
船
を
付
録
と
し
て
呉
れ
た
。
此
の
袋
に
入
れ
ら
れ
た
薬
類
は
、
効

き
目
は
薄
い
が
害
も
無
い
の
が
一
つ
の
特
徴
だ
。
鼻
ク
ソ
丸
め
て
○
○
丹
と

か
、
ク
ス
リ
九
層
倍
な
ど
と
い
う
。
日
本
人
は
薬
好
き
だ
が
、
市
販
さ
れ
て
い

る
保
健
薬
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
も
、
こ
の
手
の
品
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と

思
慮
す
る
の
で
あ
る
。

冬
ざ
く
ら

岡田研究員の講義風景 「食品のトレンドは簡便性、健康指向」と話す三木氏



○　平成26年１月から記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大！
　　個人の白色申告の方で事業や不動産貸付等を行う全ての方は、平成26年１月から記帳と帳簿書類の保存が必要です。
　※�　これまでの記帳・帳簿等の保存制度の対象者は、白色申告の方のうち前々年分あるいは前年分の事業所得等の金額
の合計額が300万円を超えた方です。

○　「国外財産調書」の提出について
　�　居住者（「非永住者」の方を除きます。）の方で、その年の12月31日において、その価額の合計額が５千万円を超える国
外財産を有する方は、その財産の種類、数量及び価額その他必要な事項を記載した国外財産調書を、その年の翌年の３月
15日までに提出しなければならないこととされました。
　�　法施行後の最初の国外財産調書は、平成25年12月31日における国外財産の保有状況を記載して、平成26年３月17日まで
に提出していただくことになります。

○　贈与税の申告書の作成は「国税庁ホームページ」が便利！
　�　贈与税も国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で「申告書」が作成できます。作成した申告書はe-Tax
を利用して提出（送信）できます。

○　消費税法改正のお知らせ
　　消費税（地方消費税を含む。）の税率が平成26年４月１日から８％になります。

税務署からのお知らせ

税に関する情報は　国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）

e-Taxに関する情報は　e-Taxホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）

国  税  庁 検 索 

イータックス 検 索 
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